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副詞の日仏語対照研究  
－「まだ」・「また」と 《encore》－＊  
青 木 三 郎  
1．「まだ」   
仏語の副詞のencoreは，   
（1）Pierreest encoremalade．   
（2）Pierre travaiile encona cette heure・Ci，   
（3）Ilest g乃CO柁t6t．  
などの文において，日本語のマダと意味的に対応するところがあり，例（1ト（3）  
はそれぞれ，   
（1）’ピエールはマダ病気だ。   
（2）’ピエールはこんな時間にマダ仕事をしている。   
（3）’マダ早い。  
と訳さわるのが普通である。しかし，周知のとおり，日本語のマダにはencore  
の反復的用法，即ち，   
（4）Pierre a♂〝COγβgagn畠、  
（ピエールはまた勝った。）  






のも自然である。   
我々は，ここで当然次のような問いを発することになる。果して例（1）を  
「てダ病気だ」とする解釈は正当イヒできるのであろうかP   
この間いに答えるためには，日本語のマダの用法を調べ，マダの機能と文脈   





＊ ＊ ＊ ＊   
てダと encore の相違を明らかにするには，マダが使えて，enCOreと対応  
しない文を論じることから始めるのが適当であろう。次の例を見てみよう。   
（6）マダ五時だ。   
（7）＊Ilest e符のreCinq heures．  
例（6）は日本語として自然に許容される発話であるが，例（7）は仏語で非文で  
ある。例沌）の意味に相応するのは，   
（8）Ilestseulementcinq heures．   












く拍（＝（1））Pierreest gルCpγβmalade．   
（川（＝川’）ピエールはマダ病気だ。  
のちがいは次のように捉えることができる。例郎lでは，Pierreは発話以前に  





じられるのである。   
副詞の日仏語対照研究   
マダの機能を一般化した形で表現するならば，この副詞は，まず基準とLて，  
予めPをたて，話し手の現在において，それに到らないものとして P’を定  
める，と言えよう。（1）このP及びP’の内容は文脈により様々に変わる。   
例えば，  
り2）雪はマダ降っています。   
（13）太郎はてダ勉強している。  









り6）雪はマダ降って  いますか。  
いるだろうか。  
いるかもしれない。  













胴）＊かえるがマダ死んでいる。   
例（14）は，話L手の現在で，歩くという動作がこれからも続けて行なわれる  
ことを表わしている。この場合の「可変的事態」とは，歩きつづけることから   






歩くぞ。  几9）マダ  もう少L  
もっと  




マダとは共起不可経である。   







来る。  臣2）てダ  
（23）マダぼだゝ〕来るD  
一般的に（数）量を問題にする時，マダは，話し手の現在において，話し手は，  
数量化可能の領域（domaine quantほable）を構築すると言える。例えば，  
朗理由はてダある。  
では，理由の存在の集合が，現在において，マダ閉じていないもの，つまり数  







maine qualitativement ne plus valide）とすると，P’は，それに時間的に  




悶 このりんごはマダ食べられる。  



























うな状況を憩像することができよう。つまり，この例では，他に経験として様   





































く，事柄の内容によって決まるのである。事柄を仮定し，事柄 Aは許容でき  
る，事柄Bはかろうじて許容できる，事柄Cは許容できない，というように  
























キャンセルしてしまうことがマダの機能である。り）   
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2．「また」   
仏語のenCOreとの対照で問題となるもう一つの日本語の副詞マタの考察に  
移ろう。マタと encoreが対応するのは，反復を表わす場合である。  
C36）Ilest encorevenu．   
（37）彼はマタ釆た。  
例（36）が反復を表わすのは，事柄が非運続的に扱われるためである。即ちencore  









で，格別の性質をとりあげ，他と区別をするのである。   
では，例（37）の反復，例（38）の格別の用法に共通するマタはどのように規定  
すればよいであろうか。基本的に，マタは，問題としている事柄あるいは性質  
が他と区別されたものであることを表土）し かつ区別されながらも，区別され  
た他のものとは同質の領域を構成していることを表わす。例（37）では，事柄の  
一つのOCCurrenCeとして，他の＜彼一来る＞ という OCCurrenCeとは区別  















るが，文の内容が事柄を表わすときは，OCCurrenCe として異なると捉え，質  
的には等しいと考えられる。文の内容が事柄の性質・属性を表わす場合は，性  
質の程度に区別をもうけ，質的な異なりを問題にする。マタが文全体に係る  













とも与ってゐた。（白峰秀雄『新版北大路魯山人』p．123）   
文の接続に関するマタをここで網羅的に論ずるわけにはいかないが，基本的  
には，例（40棚トで理解できるように，話し手が観点をかえて或る一つの論を構  
成する時にマタが現われるように思われる。例削）では，まず話し手のP⊥ と  
いう希望があり，同方向に向かう論として，Plとは区別されたP2を導くので  






問形と結びつき，驚き，意外性を表わすことを理解するにも重要な考え方とな   
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ると思われる。   
（42〕マタどうして結婚する気になんかなったんだい。  












ても，荒し手は誰をも認めることはできないのである。   
このように，マタは話し手の立場を，言わば，ディスクールの基本的な関係  
である「話し手一問き手」から区別し 別のところに話し手の立場を設ける。  
従って，単に相手に情報を求める疑問とは相容れないと考えられる。（6）   






3．「まだ」・「また」・《encore》   
encoreを考察の出発点とし，我々は，マダ，マタの機能について検討してき  
た。結語にかえて，考察の結果を（多少重複をおそれずに）まとめておきたい  
と思う。   
encoreは，青木（1987）で論じたように，基本的には，或る文抒容Pが基準時  




考えられる。   






えているのではないのである。C’est encore mieux．といえば，すでに C’est  
mieux．（より良い）ものが，なお更に良いと判断されるが，の粕川gをマダ，  
mieuxを「まし」と対応させるとマダマシになり，C’estenconmieux．と反  
対の意味になってしまう。   
マタは，先にまとめたように，同質の領域内で，問題となる文内容を他と区  
別することがその木質である。11est encoYemalade．の不連続的な読みは，将  
に，「彼が病気であること」をune occurrence distingu畠eとするマ利こ通じ  
ている。ただし，マタの射程は，数詞述語に限らザ，話し手の文内容に対する  








に，特に，マタは仏語の文接続のmais，et，更に auSSi等との対照的研究の  






（発話者），話し手の立場，話し手の事態成立確認，話L手の評価，詰L手の   
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現在，事態のアスペクト，質・量領域の限定などの考えを導入することになっ  
た。話し手，即ち「主体（S）」のパラメーター，アスペクト，即ち「時間」（T）  
のパラメーター ，質・量パラメーター（Quantiti／Qualit6），そしてこれらのパ  
ラメーターの対象となる文内容（概念）の構成などが問題となるのである。こ  
れらの理論的研究は，次回の課題である。  
L注］   
＊本研究は，昭和62年度筑波大学学内プロジゴクト研究・奨励研究「副詞の日仏語対   
照研究」に於ける研究成果の一部である。  
（1）RL Martin（1980）は，く〈enCOre》について，J・MrZem））との議論の中で，《L’unit6  
de encore est sans doute dansla notion de 《1imite nollatteinte》．Mais je  
conviens quec’estv8glユe・》（p．180）と述べている。dimitenon紙einte》 とい  






































㈲ マタは，仏語のmaisと類似する部分があることは，KAWAGUCIIl（1982）に指摘  
がある。KAWAGUCHlによれば，「それはマタすごい」は，Q：Maiscac’estterrible！》  
と訳され，「マタなんでそんなことをしたの」は，《Mais pourquoias－tu fait une  






diable as－tu faitぢa？のタイプの構文を研究する必要もある。  
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